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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第79期

第３四半期連結
累計期間

第80期
第３四半期連結

累計期間
第79期

会計期間
自　平成28年４月１日
至　平成28年12月31日

自　平成29年４月１日
至　平成29年12月31日

自　平成28年４月１日
至　平成29年３月31日

売上高 （百万円） 25,252 26,536 33,274

経常利益 （百万円） 3,464 3,568 4,112

親会社株主に帰属する四半期

（当期）純利益
（百万円） 2,474 2,536 2,918

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） 2,495 2,645 3,082

純資産額 （百万円） 30,009 32,304 30,609

総資産額 （百万円） 42,053 44,163 44,252

１株当たり四半期（当期）

純利益金額
（円） 135.16 138.49 159.39

潜在株式調整後１株当たり

四半期（当期）純利益金額
（円） 133.67 136.83 157.60

自己資本比率 （％） 70.8 72.4 68.6

 

回次
第79期

第３四半期連結
会計期間

第80期
第３四半期連結

会計期間

会計期間
自　平成28年10月１日
至　平成28年12月31日

自　平成29年10月１日
至　平成29年12月31日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 41.48 49.30

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載

しておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

 

 

２【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、関係会社における異動もありません。

 

EDINET提出書類

栄研化学株式会社(E00961)

四半期報告書

 2/16



第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

（1）業績の状況

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、雇用・所得環境の改善などを背景に緩やかな回復基調が続

きました。海外経済は、アジア新興国の経済の先行きや米国新政権の政策動向など不透明な状況があるものの、全

体として緩やかに回復しております。

臨床検査薬業界におきましては、医療費抑制策により厳しい経営環境が続き、各企業はより一層のコスト競争

力と積極的な海外展開が求められる状況となっております。海外においては、先進国における医療費抑制のための

効率化のニーズや予防医学の拡大、新興国における人口の増加と経済発展に伴う医療インフラの整備など、今後も

継続的な成長が期待されています。

このような経営環境の下、当社グループは新経営構想“EIKEN ROAD MAP 2009”の方針及びグループ中期経営計

画に基づき、国内での主力製品の売上拡大に努めるとともに、海外市場では便潜血検査、免疫血清学的検査、尿検

査、遺伝子検査の４つを重点事業分野として、グループ全体でグローバル化を推進してまいりました。

これらの結果といたしまして、当第３四半期連結累計期間の売上高は、海外向けの売上が大きく伸びたほか、

国内では主力製品の便潜血検査用試薬を中心に売上が増加し、265億36百万円（前年同期比5.1％増）となりまし

た。

製品の種類別区分ごとの売上高では、微生物検査用試薬は、迅速検査キット（イムノキャッチシリーズ）の売

上が伸び、39億85百万円（同1.4％増）となりました。尿検査用試薬は海外向けの尿試験紙の売上が大きく伸長

し、21億11百万円（同14.5％増）となりました。免疫血清学的検査用試薬は、東ソー株式会社から導入・販売して

いるAIA関連試薬は微増となりましたが、便潜血検査用試薬は海外向けの売上が大きく伸びたほか国内販売も堅調

に推移し、147億28百万円（同5.2％増）となりました。生化学的検査用試薬及び器具・食品環境関連培地は売上が

伸びず、それぞれ４億72百万円（同1.2％減）、16億87百万円（同0.4％減）となりました。その他（医療機器・遺

伝子関連等）は、遺伝子検査（LAMP法）試薬の売上が伸び悩んだものの、尿検査用装置を中心に海外向け医療機器

の売上が大きく伸び、35億51百万円（同7.4％増）となりました。

海外向け売上高につきましては、便潜血検査用試薬・装置及び尿検査用試薬・装置の売上が大きく伸び、38億

38百万円（同33.6％増）となりました。

利益面では、第２四半期に予定していた小型全自動遺伝子検査装置の開発費の計上が第４四半期にズレ込んだ

ことや経費の効率的な使用に努めたことにより、営業利益は35億４百万円（同3.6％増）、経常利益は35億68百万

円（同3.0％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は25億36百万円（同2.5％増）となりました。

 

 

（2）財政状態の分析

当第３四半期連結会計期間末の財政状態は以下のとおりであります。

前連結会計年度末に比べ総資産は89百万円減少、負債は17億84百万円減少、純資産は16億94百万円増加いたしま

した。

自己資本比率は前連結会計年度末の68.6％から72.4％となりました。

増減の主なものとして、資産の部では、現金及び預金が49億63百万円減少しております。これは主に長期預金

が29億円増加したこと、金融機関休日に伴って売掛金の回収が翌月になったこと及び設備投資の支払によるもので

す。また、受取手形及び売掛金が19億24百万円増加しております。負債の部では、流動負債その他が19億６百万円

減少しておりますが、これは主に設備投資の支払によるものです。純資産の部では、配当金の支払があったもの

の、親会社株主に帰属する四半期純利益の計上により利益剰余金が15億29百万円増加いたしました。
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（3）経営方針・経営戦略等

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はあ

りません。

 

 

（4）事業上及び財務上の対処すべき課題

当社グループは、当第３四半期連結累計期間において、グローバル企業“EIKEN”の実現に向けて、以下の重点

課題について、次のように取り組んでまいりました。

①国内市場での自社製品のシェアアップ

当社の主力製品である便潜血検査用試薬について、便潜血測定装置「OCセンサーPLEDIA（プレディア）」の設

置を推進し、新規採用先の拡大に向けて注力したほか、大腸がん検診の受診率アップのための啓発活動を展開い

たしました。また、イムノクロマト法による迅速検査キット（イムノキャッチシリーズ）について、「イムノ

キャッチ-レジオネラ」、「イムノキャッチ-肺炎球菌」を中心に販売を推進いたしました。

②グローバル展開の加速

米国で便潜血検査用試薬・装置の採用拡大に注力するとともに、欧州・中東を中心に大腸がん国家スクリーニ

ング獲得に向けた活動を継続し、オセアニアではオーストラリアで国家スクリーニングを獲得いたしました。

LAMP法を用いた結核遺伝子検査薬及びマラリア遺伝子検査薬のグローバル展開に向け、アフリカ・アジアを中

心とする地域でField Studyを推進いたしました。また、結核遺伝子検査のTB-LAMP製品が、GDF（Global Drug

Facility※）のカタログに収載されました。（※Global Drug Facilityは、ストップ結核パートナーシップの重

要なプログラムであり、各国に高品質の医薬品と診断ツールを、入手しやすい価格帯で提供することを可能にす

るものです。）

③経営効率を高めるための基盤整備

野木事業所の新製造棟（平成28年10月完成）において尿検査用試薬の生産能力増強に向けた生産ライン構築を

進め、平成29年９月より稼働を開始いたしました。

 

 

（5）研究開発活動

当第３四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、18億25百万円であります。

なお、当第３四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

 

（6）主要な設備

当第３四半期連結累計期間において、新たに確定した重要な設備の新設の計画は次のとおりであります。

会社名

事業所名
所在地

セグメントの

名称
設備の内容

投資予定金額

資金調達方法

着手及び完了予定年月

総額

(百万円)

既支払額

(百万円)
着手 完了

当社

野木事業所

栃木県

野木町
検査薬事業 土地 971 50 自己資金 平成29年９月 平成31年９月
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 61,950,000

計 61,950,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数（株）
(平成29年12月31日)

提出日現在発行数（株）
(平成30年２月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 21,770,719 21,770,719
東京証券取引所

（市場第一部）

単元株式数は100

株であります。

計 21,770,719 21,770,719 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数

（株）

発行済株式
総数残高

（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金
増減額
（百万円）

資本準備金
残高
（百万円）

平成29年10月１日～

平成29年12月31日
－ 21,770,719 － 6,897 － 7,892

 

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成29年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

①【発行済株式】

平成29年12月31日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 3,451,100 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 18,311,800 183,118 －

単元未満株式 普通株式 7,819 － －

発行済株式総数 21,770,719 － －

総株主の議決権  － 183,118 －

 

②【自己株式等】

平成29年12月31日現在
 

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

栄研化学㈱
東京都台東区台東

4-19-9
3,451,100 － 3,451,100 15.85

計 － 3,451,100 － 3,451,100 15.85

 

 

 

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成29年10月１日から平

成29年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成29年４月１日から平成29年12月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：百万円）

 
前連結会計年度

(平成29年３月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成29年12月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 10,039 5,075

受取手形及び売掛金 10,356 ※１ 12,280

商品及び製品 3,266 3,168

仕掛品 1,091 1,170

原材料及び貯蔵品 812 894

その他 1,418 1,467

流動資産合計 26,983 24,057

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 18,804 18,844

減価償却累計額 △10,457 △10,719

建物及び構築物（純額） 8,347 8,124

機械装置及び運搬具 5,777 5,748

減価償却累計額 △4,433 △4,334

機械装置及び運搬具（純額） 1,344 1,413

工具、器具及び備品 3,509 3,536

減価償却累計額 △2,894 △2,949

工具、器具及び備品（純額） 614 586

土地 996 996

建設仮勘定 58 98

その他 648 593

減価償却累計額 △320 △316

その他（純額） 328 277

有形固定資産合計 11,689 11,497

無形固定資産 499 453

投資その他の資産   

長期預金 2,900 5,800

その他 2,187 2,361

貸倒引当金 △6 △6

投資その他の資産合計 5,080 8,154

固定資産合計 17,269 20,105

資産合計 44,252 44,163
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  （単位：百万円）

 
前連結会計年度

(平成29年３月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成29年12月31日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 4,346 4,434

電子記録債務 2,866 3,279

未払法人税等 638 560

賞与引当金 707 366

返品調整引当金 4 6

その他 4,108 2,202

流動負債合計 12,672 10,849

固定負債   

資産除去債務 34 34

その他 935 974

固定負債合計 970 1,009

負債合計 13,642 11,858

純資産の部   

株主資本   

資本金 6,897 6,897

資本剰余金 7,894 7,898

利益剰余金 18,758 20,287

自己株式 △3,284 △3,279

株主資本合計 30,265 31,804

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 131 136

為替換算調整勘定 75 138

退職給付に係る調整累計額 △126 △84

その他の包括利益累計額合計 80 189

新株予約権 263 310

純資産合計 30,609 32,304

負債純資産合計 44,252 44,163
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年12月31日)

売上高 25,252 26,536

売上原価 14,296 15,247

売上総利益 10,955 11,289

販売費及び一般管理費 7,573 7,784

営業利益 3,382 3,504

営業外収益   

受取利息 5 4

受取配当金 5 5

為替差益 7 －

受取賃貸料 14 14

受取保険金 35 －

業務受託料 2 12

その他 28 45

営業外収益合計 98 82

営業外費用   

支払利息 6 6

為替差損 － 1

減価償却費 6 6

その他 3 4

営業外費用合計 17 18

経常利益 3,464 3,568

特別利益   

固定資産売却益 0 0

投資有価証券売却益 1 0

特別利益合計 1 0

特別損失   

固定資産除売却損 89 74

投資有価証券評価損 18 －

特別損失合計 107 74

税金等調整前四半期純利益 3,358 3,493

法人税等 883 956

四半期純利益 2,474 2,536

非支配株主に帰属する四半期純利益 － －

親会社株主に帰属する四半期純利益 2,474 2,536
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年12月31日)

四半期純利益 2,474 2,536

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 5 4

為替換算調整勘定 △41 62

退職給付に係る調整額 56 42

その他の包括利益合計 20 109

四半期包括利益 2,495 2,645

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 2,495 2,645

非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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【注記事項】

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会

計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 

 

（四半期連結貸借対照表関係）

※１ 当第３四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、当第３四半期連結会計期間の末日が金融

機関の休日でしたが、満期日に決済が行われたものとして処理しております。

なお、第３四半期連結会計期間末日満期手形の金額は、次のとおりであります。

 

 
前連結会計年度

(平成29年３月31日)

当第３四半期連結会計期間

(平成29年12月31日)

 受取手形 －百万円 18百万円

 

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四

半期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 

　前第３四半期連結累計期間

（自　平成28年４月１日

　　至　平成28年12月31日）

　当第３四半期連結累計期間

（自　平成29年４月１日

　　至　平成29年12月31日）

　減価償却費 1,145百万円 1,238百万円

 

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自平成28年４月１日　至平成28年12月31日）

配当金支払額

 （決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年

４月27日

取締役会

普通株式 365 20 平成28年３月31日 平成28年６月３日 利益剰余金

平成28年

10月25日

取締役会

普通株式 366 20 平成28年９月30日 平成28年12月１日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自平成29年４月１日　至平成29年12月31日）

配当金支払額

 （決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年

４月27日

取締役会

普通株式 549 30 平成29年３月31日 平成29年６月５日 利益剰余金

平成29年

10月24日

取締役会

普通株式 457 25 平成29年９月30日 平成29年12月１日 利益剰余金

 

EDINET提出書類

栄研化学株式会社(E00961)

四半期報告書

12/16



（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自平成28年４月１日　至平成28年12月31日）

当社グループは、検査薬事業のみの単一セグメントとなるため、記載を省略しております。

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自平成29年４月１日　至平成29年12月31日）

当社グループは、検査薬事業のみの単一セグメントとなるため、記載を省略しております。

 

 

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基

礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成28年４月１日
至　平成28年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成29年４月１日
至　平成29年12月31日）

(1）１株当たり四半期純利益金額 135円16銭 138円49銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額

（百万円）
2,474 2,536

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期

純利益金額（百万円）
2,474 2,536

普通株式の期中平均株式数（千株） 18,310 18,318

(2）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 133円67銭 136円83銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益調整額

（百万円）
－ －

普通株式増加数（千株） 203 221

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前連結会計年度末から重要な変動があったも

のの概要

― ―

 

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。
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２【その他】

①決算日後の状況

特記事項はありません。

②重要な訴訟事件等

該当事項はありません。

 

③剰余金の配当

平成29年10月24日開催の取締役会において、次のとおり剰余金の配当を行うことを決議いたしました。

（イ）配当金の総額・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　457百万円

（ロ）１株当たりの金額・・・・・・・・・・・・・・・・・　25円00銭

（ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日・・・・・・・・　平成29年12月１日

（注）平成29年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行っております。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

 
   平成30年２月９日
    

栄研化学株式会社    

    

取締役会　御中    
   
    
 新日本有限責任監査法人
    

 
指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 海野　隆善　　印

    
    

 
指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 伊東　 朋 　 印

    

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている栄研化学株

式会社の平成29年４月１日から平成30年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成29年10月１

日から平成29年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成29年４月１日から平成29年12月31日まで）に係

る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及

び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期

連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連

結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に

対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの

基準に準拠して四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施され

る質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公

正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当

と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、栄研化学株式会社及び連結子会社の平成29年12月31日現

在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる

事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

 

　（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社

（四半期報告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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